
第6章　ヤコウガイの利用と交易

奄美諸島における6世紀から8世紀のヤコウガイ利用の実態

一マツノト遺跡出土のヤコウガイ分析を中心に－

ヤコウガイ交易の可能性
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第６章第１節

奄美諸島における６世紀から８世紀のヤコウガイ利用の実態

一マツノト遺跡出土のヤコウガイ分析を中心に－
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０．はじめに

筆者は以前、琉球列島のヤコウガイ利用について考察したい）際に、６世紀以降の琉球列島におい

てヤコウガイ利用に大きな変化が生じたと考えた。この変化を具体的に追究するためには当該時期の

ヤコウガイ利用について、詳細な分析を行うことが課題として残っている。今回の調査ではマツノト

遺跡出土のヤコウガイすべてを観察・計測し、奄美諸島における６～８世紀のヤコウガイ利用の実態

を把握し、当該時期の人々の経済活動の動態を探っていきたい。尚、ヤコウガイの各部名称について

は第６章第２節木下図２を参照していただきたい。

１．出土点数ならびに殻の大きさ別によるヤコウガイ利用の実態

(1)殻の大きさ別出土点数

遺跡から出土する殻は部分的に欠損しているものが多いため、最も残存率の高い殻口と次体層の接

点と、殻頂（殻頂を欠損するものについては螺軸の中心）の水平距離（図ｌ）を計測することで大き

ざの統計をとった（セ計測値)○表ｌはその結果で、グラフ化したものが図２である(2)。
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これをみると、マツノト遺跡で出土したヤコウガイは主にセ計測値（以下同じ）２０～40ｍと45～５５

mmの２つのグループに分けられる。しかし、採集する際に大きなものほど目に留まりやすいことを差

し引いて考慮するとセ計測値20～40ｍの比較的小さな貝の出土量が全体の約５割を占めることが特徴

のひとつとしてあげられる。つまり、マツノト遺跡人たちは大きさの別なくヤコウガイを採集してい

たと考えられる。また、このうち被熱の痕跡を残すものは45～55ｍのグループに限って多くみられる

ため、大きなものほど焼いて食糧にし、被熱痕のない小さなヤコウガイについては「ゆでる」などの

合理的な調理方法の違いがあったのではないかと推測きれる。ここでマツノト遺跡から出土したチョ

ウセンサザエ114点を無作為に抽出し、観察したところ被熱痕のあるものは一点もみられなかった。

また、分析対象とした1,321点のうち被熱痕のあるものは263点で、全体の約２割を占める。大きさ別

に被熱痕の有無を見た場合、セ計測値45mm～55ｍの大きさのものにより多く被熱痕がみとめられたが

これらでも出土数の約５割に観察できたにすぎない。

ところで、出土した殻の中には欠損が著しく、計測できなかったものが279点含まれる。このうち

螺塔からの大きな割り取りによって計測できなかったものは203点で、これらのほとんどが縫帯肋を

よく発達きせた大型の貝であったことを付け加えておきたい（これについては後述する)。

(2)出土点数からみたヤコウガイ利用

殻の個体数1,228点に対し、蓋は788点が出土しており、出土比率は６：４である。ここで注意した

いのは、殻の出土数が蓋の出土数を大きく上回る点である。表２は分析対象のヤコウガイのうち、殻

はセ計測値をもとに、蓋は最大径をもとに殻径を復元した(3）ものを大きさ別に集計したもので、こ

れをグラフ化したものが図３である。これをみても復元殻径９～17ｃｍにおいて、殻の出土数が蓋を

上回ることがみてとれる。この理由としては①蓋だけが遺跡外に持ち出された、②殻だけが遺跡内に

持ち込まれた、③調査区外に蓋だけが集積してありみつかっていないなどの特殊事情の３点が考えら

れるが、①については蓋が製品素材として価値をもつとは考えにくいので可能性は低い。②について

は螺細などの素材としての利用が考えられる。③については類例がないので、③の可能性も低い。私

は②のヤコウガイの殻のみが遺跡外から持ち込まれた可能性を考えたい。
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数②
－殻による復元(1041個）－蓋による復元(656個）

復元殻径

（c、）

ｊ

殻
個
Ｉ １

蓋
個
Ｉ

300

～７

～９

～１１

～１３

～１５

～１７

～１９

～２１

～23

23.1～

７
例
Ⅳ
剛
〃
脳
Ⅲ
Ⅳ
８
２

皿
仏
朋
昭
印
川
脇
弱
０
０

０
０
０
０
０

５
０
５
０
５

２
２
１
１

出
土
数
（
個
）

０

～９ ～１３～１７

殻径(c、）

～２１23.1～

図３ヤコウガイの大きさ別出土分布②
合計１０４１６５６

(木下尚子氏作図）

－１９０－



(3)

b&i&A*: *><*;*: I S^BUfc <

2. ^

(1) 53-

> ©iPX

t4t i:

(2)

t: J: ^i

ffi 77; hitfi&

— 191 —



(I- i)

ii B

i D

ii BD

iii AD

n — iii;
iv ABD

m

i ACD

ii ABCD

(in- i

iv : i A

CO

ii AB

iii AC

(IV-iii)

iv ABC

v C

vi BC

i CD

ii BCD

(V- i

£2

, TMEJ

<##>

192 —



x

ii B

44

54

137

96

i D

ii BD

iii AD

iv ABD

20

8

32

42

in

IV

V

I

n

in

IV

V

227^,,

i ACD

ii ABCD

3

17

145

265

i A

ii AB

iii AC

iv ABC

v C

vi BC

21

44

13

27

5

16

58

44

37

80

28

53

i CD

ii BCD

263 1058

ft

98 233 331

17 102 119

20 410 430

126 300 426

2 13 15

/hit

181

150

21

8

41

49

148

282

79

88

50

107

33

69

4

11

1321

331

119

430

426

15

2556

□ I

HI

□ m

33M

263 1058 1321

(a)

o H 5 (i I -V

— 193 —



X,

fcf-

(nun)

-15

-20

-25

-30

-35

-40

-45

-50

-55

-60

-65

-70

^W

/Mt

0

0

0

1

0

2

17

34

36

7

1

0

0

98

I

2

15

41

35

34

23

24

28

24

5

1

0

1

233

331

#

0

0

0

1

2

2

7

2

2

1

0

0

0

17

n

1

5

4

16

15

19

12

11

6

3

0

0

10

102

119

0

1

0

0

0

0

4

2

4

1

1

0

7

20

AW

in

tttt

0

9

9

11

18

27

39

37

22

6

1

0

231

410

430

*

0

0

1

1

2

8

28

42

29

9

2

0

4

126

■: mm*

IV

3

32

44

41

38

35

26

24

25

6

1

1

24

300

426

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

2

: ttl&fg* L

V

to

1

1

0

2

3

0

1

3

0

0

0

0

2

13

15

194



140

±

it 70

~10 ~20 ~30 ~40 ~50 ~60 ~70 ~80

fc

m

m§ti± if

n i

pn

-15 ~2O -25 -30 -35 —40 -45 -50 -55 -60 —85 -70

■fettaiffidnm)

H7-2

niv

±

~15 ~2O -25 -30 -36

•fett

— 195 —



(3)

(Hi)

LJ

(Bl

3.

77;

II01

— 196 —



y), $

4.

..cm,

■7

■9

■11

■13

15

-17

-19

-21

■23

16

51

56

28

19

12

10

5

0

197

7X\ 77;

i (i

242

67

59

51

45

52

86

15

0

617

az) I

\x\

5 . 6-8

197



(15\

9)o

^

(1) S

2000^

—J

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

ai)

c±)j

n

1995^

33* 1997^0

— 198 —



No

265

237

1288

C

C

0

65

530

788

C

C

c

IE

54-

li

(9)

(12)

(17)

(18)

(19)

(20)

0:

100km

— 199 —



2005^0

(13)

(14)

(15)

5 B U

(16) E (15) a

(18) 2ttJfc6|5ii

(20)

(39)

02)

1986^0

tt—J

(2005^4^300)

B)

— 200 —


